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にとっての SEND プログラム派遣の意義を検討する。 
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2016 年秋学期デ・ラ・サール大学（フィリピン）派遣メンバーは、学部生 6 名と大学院




約 8 ヶ月後の 2017 年 11 月に、デ・ラ・サール大学に派遣されたメンバーにアンケートへ
の回答を依頼し検討した。回答を得た学部生 6 名、院生 2 名の派遣後のアンケート結果か
ら推測された、派遣後のメンバーの気づきと変化の内容について述べる。ここでは学部生
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2.1  日本語教育への興味・関心の変化 
まず、日本語教育への興味・関心の変化について述べる。「Q2. SEND 派遣前、日本語
を教えることへの関心はありましたか。」という質問と「Q3. 現在、日本語を教えること
















その他の 6 人は、「大変興味があった」→「大変興味がある」が 2 人、「やや興味があっ
た」→「やや興味がある」が 2 人、「あまり興味がなかった」→「あまり興味がない」が 2
人で、派遣前後で一見変化がなかったように見られる。しかし、「Q4. 派遣後に、日本語
を教えることに関して何か挑戦したことはありますか。」という質問において、学部生 E















































































「Q7-A. メンバーには意見を言いやすかったですか。」に対して、学部生の回答者 6 人中
「とても言いやすかった」が 3 人、「やや言いやすかった」が 3 人であり、「やや言いにく
かった」、「とても言いにくかった」と回答した人はいなかった。一方、「Q8. 意見を言う
際、上下関係を意識していましたか。」という問いには、6 人中「あまり意識していなかっ
た」が 3 人、「やや意識していた」が 2 人、「無回答」が 1 人であり、「全く意識していな
かった」と回答した人はいなかった。また、「Q9. 相手によって意見の言いやすさの％が
異なる場合、何が影響していたと思いますか。（複数回答可）」の質問には、回答した 4 人
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